
地域に根ざした 女性部活動

女
性
部
大
会
を

開
催
し
ま
す
！

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
人
気
恒
例
行
事
『
冬

期
講
座
』
が
、
12
月
４
日
の
二
ツ
井
支

部
を
皮
き
り
に
開
催
さ
れ
、
約
２
ヵ
月

間
で
多
種
多
彩
な
14
講
座
を
行
い
、
地

域
住
民
お
よ
び
女
性
部
員
同
士
の
交
流

が
図
ら
れ
ま

す
。

　

12
月
４
日

の
二
ツ
井
支

部
冬
季
講

座
に
は
女
性

部
員
な
ど
約

１
２
０
名
が

参
加
し
、
12

月
６
日
の
藤

里
支
部
冬

季
講
座
に
は

約
50
名
が

参
加
。
共
に
開
講
式
が
行
わ
れ
た
後
、

長
年
創
作
活
動
を
行
って
い
る
、
能
代

市
の
柴
田
テ
ツ
子
さ
ん
を
講
師
に
、
折

り
紙
を
使
っ
た
『
お
正
月
飾
り
』
の
作

成
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
お
正
月

飾
り
は
、
紅

白
の
色
紙
で

長
寿
を
象
徴

す
る
「
鶴
」

と
、
末
広
が

り
を
意
味
す

る
「
扇
」
を

作
って
組
み
合

わ
せ
、
椿
の

花
々
で
華
や

か
さ
を
加
え

ま
し
た
。
参

加
者
は
数
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
講

師
の
手
本
を
見
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ

い
と
作
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
「
鶴
を
折
る
の
は
久
し
ぶ
り
な
の
で
、

周
り
の
人
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
楽

し
く
作
り
ま

し
た
。
後
で

孫
に
も
教
え

た
い
と
思
い

ま
す
。」
と

話
し
、
冬
期

講
座
を
存
分

に
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
女
性
部
活
動
を
振

り
返
り
、
活
動
の
結
果
や
次
年
度
へ

向
け
た
取
り
組
み
を
話
し
合
う『
第

10
回
Ｊ
Ａ
あ
き
た
白
神
女
性
部
大

会
』
を
、
１
月
23
日
㈭
に
プ
ラ
ザ
都

で
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、「
お
し
ゃ
れ
体
験
講
習
」、

「
家
の
光
読
者
体
験
手
記
・
松
本
さ

ん（
岩
手
県
）」、「
女
性
部
活
動
体
験

発
表
・
佐
々
木
茂
子
さ
ん（
常
盤
）」、

「
Ｊ
Ａ
食
農
教
育
発
表
・
渟
城
西
小
学

校
」、「
お
楽
し
み
大
抽
選
会
」
等
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

参
加
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
元
女
性
部
役
員
ま
た
は
、

生
活
課
・
舘
岡（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
５
８
‐

２
１
５
４
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

女
性
部
大
会
を

開
催
し
ま
す
！

▲笑顔と笑い声にあふれた会場

◀
参
加
者
が
人
気
の
講
座
を
楽
し
む

▶
各
グ
ル
ー
プ
で
作
り
方
を
教
え
合
う

▶
作
成
さ
れ
た
、
お
正
月
の
祝
い
の
鶴
扇
飾
り

女性部
冬期講座
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天秤座（9・23〜 10・23）　レジャーや飲み会に誘われるなど、にぎやかなイベントがめじろ押し。気軽に顔を出し、伸び伸びと英気を養って


